
   

 

   

 

広告で魅力発信!～from Uwajima～ 
 

２年１組 島津 太貴 ２年１組 谷本 万侑 ２年２組 寺川 祐生 

２年１組 村上 裕菜 ２年１組 善家 慎一 ２年２組 兵頭 慧泰  

指導者  井上 育美 

１ 課題設定の理由 

近年、宇和島市の人口は年々減少している

が、観光客数はコロナ禍を経て回復の兆しがあ

る（図 1）。とは言え、私たちは観光客の一層

の増加を目標とし、宇和島市の魅力をより行き

届かせたいと考えた。そこで先行研究を調べる

と、魅力を届けるために広告が売上に大きく影

響することが分かった。近年の広告発信の大部

分を担う SNS を主に活用し、私たちだからこ

そ見つけられる宇和島市の魅力を発信しようと

考えた。 

 

２ 仮説  

 (1) 広告や SNS を活用し、宇和島市の魅力を宣伝することで観光客が増加する。 

 

３ 研究の方法 

 (1) 広告の調査 

①  イベントのポスターの作成 

高校生団体ワクジマが行う「ワクジマフェス 2024SUMMER」のイベントのポスター、チ

ラシの制作をさせていただいた。下書きを私たちが制作し、何度か修正をしたのち、ワク

ジマの方が最終案を制作した。 

②  令和５年度、令和６年度 SSH 成果報告会のポスターのキャッチピーの考案 

実際に広告に使われているキャッチコピーを分析し、インパクトのあるキャッチコピー 

の共通点を調査した。 

 (2) 宇和島市の調査 

  ①  市役所に訪問し、広告やイベントについて教えていた 

  だいた。 

  ②  宇和島市への現状の評価を調べるため、宇和島東高の

生徒と教員にアンケート調査を実施した。   

③  実際に宇和島市の観光地へ行き、観光客増加が見込め 

る魅力があるかを探した。 

 

4  結果と考察 

(1) 広告の調査  

    ① WAKUJIMA ポスター制作の過程  

    初期のポスター案(図 2）では、当時の時期に梅雨をイ 

メージしつつも暗い雰囲気に感じられないよう作製し 

た。前回のデザインを残しつつも、斬新な作品となるよ

 

図 1 宇和島市の人口と観光客数の推移 
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図２ ポスター下書き（左） 

と完成品（右） 



   

 

   

 

うにした。イベント主催者の方から「構図は内容が分かりやすく、楽しいイメージが伝わ

る」とほめていただいた。一方で「イベントのイメージカラーに合わせ、賑やかさを反映

させてほしい。寒暖色の使い分けが重要になる。」というコメントをいただき、修正した。 

②  インパクトのあるキャッチコピーに共通する特徴は、「文字数が短い」「カタカナを使

う」「方言を用いる」「リズムが良い」ということであった。                                   

令和５年度の SSH 研究成果報告会では「科学でひらくがいな未来」というキャッチコピ 

ーが採用された。宇和島の方言で「凄い」を意味する「がいな」という言葉を用いてイン

パクトを出したところ、来場者から高い評価をいただいた。令和６年度は「がいな研究み

ていきさいや」が採用された。去年同様に、より宇和島らしいキャッチコピーを製作した。 

 (2) 宇和島市の調査  

  ① 東高内で好感度が高かった場所に実際に足を運び、調査を行った。(図 3,4) 

ア 天赦園 

     外国人観光客でも楽しめるような工夫がされていた。鯉のエサやり体験など風景以外

にも楽しめる要素が多くあった。近くにカフェや飲食店などがないのが気になった。 

イ 伊達博物館 

展示品の説明が分かりやすく、子供でも楽しめる工夫がされていた。宇和島の歴史を

知ることができる絶好の場所ながら、英語での説明がやや不足していた。高校生入場無

料となった日に訪問し、公式インスタグラムにも訪問の様子を載せていただいた。 

ウ 宇和島城 

     城内には宇和島城の詳細やイベント予告のチラシが用意されていた。また、外国人観

光客が多く訪れていた。宇和島市内では一番の観光名所になっていると考えられる。季

節によって観光客数にばらつきがあるとのことであった。 

  ② 宇和島市役所訪問や担当者への聞き取り 

    「宇和島百景」という市の公式インスタグラムが７月下旬に 5,400 人だった登録者数が 

２月現在 5,800 人に増加しており、徐々にではあるが宣伝が進んでいると言える。また、

宇和島闘牛については、近年観光客の増加が見られているとのことで、今後も観光客数の

増加が見込まれる。 

 

５ まとめと今後の課題 

２年次の研究では、宇和島市の観光地を魅力を伝える取組と並行して実際に訪問することで、

改めて宇和島市の魅力や課題に気付くことができた。今後は課題を解決しながらその魅力を多

くの人に分かりやすく伝えられるように研究を進めていきたい。 
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図 3 天赦園訪問時   図 4 伊達博物館訪問時 
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